
均き
ん

霑て
ん

に
与あ
ず
かる
程
度
で
、
文
化
と
な
れ
ば
、
ハ
イ
ブ
ロ
ー
な
も
の
で
あ
れ
、
大
衆
的
な
も
の
で
あ
れ
、
せ
い

ぜ
い
「
居
留
地
」
の
よ
う
な
狭
い
場
所
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
「
特
殊
な
も
の
」
に
と
ど
ま
る
に
過
ぎ
な
い

だ
ろ
う

─
。
こ
う
し
た
「
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
思
い
込
み
）」
が
私
を
呪
縛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
し
、
そ
う
し
た
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
「
自
己
洗
脳
」
的
な
効
果
と
呼
ぶ
な
ら

ば
、
私
は
ま
さ
し
く
そ
の
「
見
事
な
」
成
果
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
自
嘲
的
な
過
去
の
私
の
姿
を
自
ら
明
る
み
に
引
き
出
し
、
そ
こ
か
ら
私
が
ど
の
よ
う
な
紆う

余よ

曲き
よ
く

折せ
つ

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、「
ア
ジ
ア
」
と
「
西
欧
」
の
認
識
論
的
・
存
在
論
的
な
分
断
の
克
服
を
目
指

す
ま
で
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
の
「
遍
歴
」
を
、
時
代
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
と
思
想
史
的
な
展
開
を

交
え
な
が
ら
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
そ
う
思
い
立
っ
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
本
書
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
本
書
を
上じ
よ
う梓し

す
る
最
後
の
決
定
的
な
モ
メ
ン
タ
ム
（
推
進
力
）
に
な
っ
た
の
は
、
集
英
社
創

業
九
五
周
年
記
念
企
画
と
な
る
『
ア
ジ
ア
人
物
史
』
全
一
二
巻
の
総
監
修
を
務
め
た
こ
と
で
あ
る
。

　

神
話
と
歴
史
の
「
誕
生
」
か
ら
波
乱
に
富
む
現
代
ま
で
、
数
千
年
の
時
空
の
中
で
「
ア
ジ
ア
」
に
生
き

た
人
々
の
「
生
き
ざ
ま
」
を
知
り
、
ア
ジ
ア
と
は
か
く
も
光こ
う

彩さ
い

陸り
く

離り

と
し
た
人
間
絵
巻
を
彩
っ
て
き
た
と

こ
ろ
な
の
か
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
た
の
だ
。

　

本
書
は
『
ア
ジ
ア
人
物
史
』
の
総
監
修
と
い
う
得
難
い
体
験
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
的
な

る
も
の
」
へ
の
私
の
実
人
生
的
な
感
慨
で
あ
り
、
ま
た
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
単
な
る
「
ア
ジ
ア
回
帰
」
で
も
な
け
れ
ば
、
手て

垢あ
か

に
ま
み
れ
た
「
ア
ジ
ア
主
義
」
の
季
節
外
れ
の
復

権
の
試
み
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
を
潜く
ぐ

り
抜
け
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
新
し
い

世
界
と
人
間
の
見
方
に
対
す
る
、
希
望
の
表
明
で
あ
る
。

　

戦
争
と
虐
殺
の
苦
渋
に
満
ち
た
世
紀
の
半
ば
に
生
ま
れ
、
今
も
「
終
わ
ら
な
い
戦
争
」（
朝
鮮
戦
争
）
の

終
結
を
願
う
我
が
身
を
振
り
返
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
バ
ー
バ
ラ
・
Ｗ
・
タ
ッ
ク
マ
ン
（
一
九
一

二
～
一
九
八
九
、
第
一
次
大
戦
の
顚て
ん

末ま
つ

を
詳
細
に
描
い
た
主
著
『
八
月
の
砲
声
』
で
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
）

の
い
う
「
幻
滅
」
で
は
な
く
、「
希
望
」
こ
そ
が
依
然
と
し
て
私
た
ち
に
残
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
希
望
が
、
再
び
、
幻
滅
に
豹ひ
よ
う

変へ
ん

し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
と
断
言
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
希
望
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
は
、
冷
戦
終
結
以
後
の
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
の
自
由
市
場
経
済
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
、
一
九
九
〇

年
代
の
世
界
的
な
危
機
を
通
じ
て
、
結
局
「
マ
ル
ク
ス
が
正
し
か
っ
た
」
と
言
え
る
よ
う
な
事
態
を
つ
く
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り
だ
し
、
資
本
主
義
が
自
ら
を
改
革
す
る
機
運
を
醸
成
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
共
産
主
義
な
ど
の
政
治
的
な
脅
威
は
、
資
本
主
義
が
自
ら
を
刷
新
し
、
改
革
す
る
動
機

づ
け
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
で
絶
大
な
覇
権
を
維
持
し
て
き
た
。

だ
が
、
ソ
連
邦
崩
壊
か
ら
三
〇
年
、
覇
権
国
家
ア
メ
リ
カ
が
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
（
単
独
行
動
主
義
）
を

謳お
う

歌か

し
、
す
べ
て
の
道
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
通
じ
る
と
豪
語
で
き
る
よ
う
な
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
帝
国
」
に

な
っ
た
と
思
っ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
手て

強ご
わ

い
政
治
的
な
脅
威
が
成
長
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。「
ア
ジ
ア
的
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
よ
う
な
「
異
形
の
」
資

本
主
義
大
国
・
中
国
の
台
頭
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
、
冷
戦
終
結
以
後
の
放
任
型
の
資
本
主
義
と
自
由
民

主
主
義
の
永
続
的
な
勝
利
と
い
う
多
幸
症
的
な
思
い
込
み
を
粉
砕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

巨
大
な
政
治
的
脅
威
の
台
頭
を
前
に
、
否い
や

応お
う

な
し
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（
一
九
二
七
～
二

〇
〇
八
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
政
治
学
者
）
が
主
張
し
た
よ
う
な
「
文
明
の
衝
突
」
の
危
機
感
が
再
び
高
ま
り
、

地
政
学
的
な
対
立
は
「
西
欧
的
な
る
も
の
」
と
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」、
さ
ら
に
は
「
普
遍
的
な
価
値

観
」
と
「
特
殊
な
価
値
観
」
と
の
相
克
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、

こ
う
し
た
対
立
の
構
図
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
辛
う
じ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
凌り
よ
う駕が

す
る
に
違
い
な
い
世
界
的
な
破
局
へ
の
歯
止
め
が
利

か
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
核
戦
争
の
恐
怖
」
が
そ
の
最
後
の
防
波
堤
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
タ
ッ
ク
マ
ン
が
描
い
た
「
幻
滅
」
が
空
前
の
規
模
で
世
界
を
覆
う
に
違
い
な
い
と
い
う

確
信
の
よ
う
な
も
の
が
、
多
く
の
国
々
で
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
、
そ
の
歯
止
め
が
い
つ
壊
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
危
う
い
綱
渡
り
を
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
地
球
的
規
模
の
危
機
が
「
西
欧
的

な
る
も
の
」
と
「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」、「
民
主
主
義
」
と
「
専
制
主
義
」、「
普
遍
的
な
価
値
観
」
と

「
特
殊
な
価
値
観
」
の
相
克
と
し
て
単
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
に
内
在
す
る
欠
陥
を
い

か
に
克
服
し
、
生
態
系
の
危
機
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
共
通
の
認
識
が
育
ま
れ
、
分
か
ち
合
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
幻
滅
」
の
代
わ
り
に
「
希
望
」
が
芽

生
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

先
に
紹
介
し
た
映
画
『
エ
ブ
リ
シ
ン
グ
・
エ
ブ
リ
ウ
ェ
ア
・
オ
ー
ル
・
ア
ッ
ト
・
ワ
ン
ス
』
の
よ
う
に
、

「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
一
斉
に
」
変
化
し
、
本
書
で
述
べ
る
よ
う
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

普
遍
性
」
の
萌ほ
う

芽が

が
立
ち
現
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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「
ア
ジ
ア
」
と
の
出
会
い

	

「
ア
ジ
ア
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代
表
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進
国
」
の
日
本

	

「
大
塚
史
学
」
と
の
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会
い

	

「
人
間
類
型
」
の
吸
引
力

	

「
土
地
史
観
」
と
「
帝
国
の
平
和
」

	

近
代
日
本
の
ア
ポ
リ
ア
（
難
問
）

	

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
ア
ジ
ア
」

	

ア
ジ
ア
の
前
に
あ
っ
た
ふ
た
つ
の
道

	

今
に
続
く
ア
ジ
ア
理
解
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

　第
二
章
　
西
欧
と
ア
ジ
ア
の
二
分
法
を
超
え
て �
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「
寺
子
屋
」
で
の
体
験

	

ド
イ
ツ
へ
の
「
エ
ク
ソ
ダ
ス
」

	

ア
ジ
ア
に
対
す
る
日
本
人
の
序
列
意
識

	

コ
ロ
ナ
禍
が
招
い
た
現
代
版
「
黄
禍
論
」

	

重
層
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
種
差
別

	

イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
出
会
い

	

ア
ジ
ア
を
見
る
と
き
の
四
つ
の
論
点

	

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
に
よ
る
「
解
毒
」

	

サ
イ
ー
ド
と
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
問
題
意
識
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「
普
遍
」
を
め
ぐ
る
対
立

	

「
ア
ジ
ア
的
な
る
も
の
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

	

ア
ジ
ア
と
冷
戦
の
二
〇
世
紀

　
第
三
章
　
地
域
主
義
と
「
東
北
ア
ジ
ア
共
同
の
家
」 �
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「
戦
火
の
ア
ジ
ア
」
八
〇
年

	

「
パ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」
は
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
の
か
？

	

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
対
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」、
中
国
の
台
頭

	

バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
「
地
域
主
義
」
の
可
能
性

	

「
東
北
ア
ジ
ア
共
同
の
家
」
と
い
う
理
想

	

金
大
中
が
練
り
上
げ
た
「
日
韓
連
携
」

	

東
ア
ジ
ア
共
同
体
へ
の
動
き

	

「
太
陽
政
策
」
が
生
ん
だ
南
北
融
和

	

北
朝
鮮
問
題
と
多
国
間
の
枠
組
み

	

五
カ
国
の
外
交
官
の
共
通
認
識

	

近
づ
い
て
は
遠
の
く
和
平

	

未
発
の
可
能
性
と
し
て
の
「
東
北
ア
ジ
ア
共
同
の
家
」

	

異
質
な
も
の
と
共
存
す
る

　
第
四
章
　
個
別
的
「
普
遍
主
義
」
の
可
能
性

	

─
西
欧
と
ア
ジ
ア
の
「
認
識
論
的
・
存
在
論
的
分
断
」
を
超
え
て �
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ア
ジ
ア
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
「
普
遍
」

	

熊
本
と
い
う
郷
土
（
パ
ト
リ
）

	

「
パ
ト
リ
」
の
再
発
見

	

岸
信
介
、
吉
田
松
陰
と
横
井
小
楠

	

「
天
地
公
共
の
実
理
」
と
儒
教
の
「
道
」
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は
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可
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か
？

	

「
グ
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バ
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ズ
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「
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シ
ョ
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リ
ズ
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中
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の
台
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フ
ァ
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の
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の
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」

	

東
ア
ジ
ア
共
同
体
へ
の
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き
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ん
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和
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と
多
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間
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み

	

五
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識
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遠
の
く
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平

	
未
発
の
可
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性
と
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ア
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家
」

	

異
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な
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の
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共
存
す
る

　
第
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的
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遍
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義
」
の
可
能
性
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・
存
在
論
的
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断
」
を
超
え
て �
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ア
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か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
「
普
遍
」

	

熊
本
と
い
う
郷
土
（
パ
ト
リ
）

	

「
パ
ト
リ
」
の
再
発
見

	

岸
信
介
、
吉
田
松
陰
と
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と
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第
一
章
　
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア

	

「
実
学
」
の
そ
の
後

	

日
本
と
ア
ジ
ア
の
「
認
識
論
的
・
存
在
論
的
分
断
」

	

日
本
は
な
ぜ
「
普
遍
」
を
生
み
出
せ
な
か
っ
た
の
か

	
近
代
日
本
の
未
発
の
可
能
性

　　
　
お
わ
り
に �

 

208

　
　
参
考
文
献 �

 

215

本
書
に
は
現
代
で
は
差
別
的
と
さ
れ
る
用
語
・
表
現
が
含
ま
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
当
時
の
文
献
等
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
時
代
の
言
説
を
理

解
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
捉
え
、
修
正
や
言
い
換
え
は
原
則
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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一
章
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く
て
遠
い
ア
ジ
ア

	

「
実
学
」
の
そ
の
後

	

日
本
と
ア
ジ
ア
の
「
認
識
論
的
・
存
在
論
的
分
断
」

	

日
本
は
な
ぜ
「
普
遍
」
を
生
み
出
せ
な
か
っ
た
の
か

	

近
代
日
本
の
未
発
の
可
能
性

　　
　
お
わ
り
に �

 

208
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本
書
に
は
現
代
で
は
差
別
的
と
さ
れ
る
用
語
・
表
現
が
含
ま
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
当
時
の
文
献
等
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
時
代
の
言
説
を
理

解
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
捉
え
、
修
正
や
言
い
換
え
は
原
則
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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校
了
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「
ア
ジ
ア
」
と
の
出
会
い

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、
歴
史
の
授
業
が
苦
痛
だ
っ
た
。
日
本
史
で
は
「
三
韓

征
伐
」
や
「
朝
鮮
出
兵
」、
さ
ら
に
「
征
韓
論
」
や
「
韓
国
併
合
」
と
い
っ
た
言
葉
が
私
の
心
を
暗
く
し

た
。
歴
史
の
教
科
書
で
は
、
私
の
記
憶
す
る
限
り
、
韓
国
や
朝
鮮
が
歴
史
を
動
か
す
独
立
の
単
位
と
し
て

登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
中
国
と
日
本
の
「
付
属
」
か
「
従
属
」
的
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

か
ら
だ
。

　

し
か
も
、
私
の
生
ま
れ
た
年
（
一
九
五
〇
年
）
に
勃
発
し
た
同
族
相
残
の
「
内
戦
」（
朝
鮮
戦
争
）
が
、

教
科
書
で
は
先
行
す
る
歴
史
的
な
脈
絡
も
な
く
突
如
と
し
て
登
場
し
、
そ
の
唐
突
感
で
私
の
中
に
、
父
母

の
国
の
存
在
そ
の
も
の
が
ト
ラ
ブ
ル
の
元
凶
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。
誇
る
べ
き

文
化
も
、
継
承
す
べ
き
歴
史
も
な
く
、
歴
史
の
波
間
で
木
の
葉
の
よ
う
に
翻
弄
さ
れ
る
弱
小
国
。
こ
れ
が
、

韓
国
あ
る
い
は
朝
鮮
（
半
島
）
と
い
う
国
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
帰
す
る
と
こ
ろ
、「
懦だ

弱じ
や
く」

な
民
族
性
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

自
分
と
そ
の
ル
ー
ツ
を
見
つ
め
る
内
面
の
眼め

に
し
た
た
り
落
ち
る
黒
い
汚
点
、
そ
れ
が
韓
国
・
朝
鮮
で

あ
り
、「
ア
ジ
ア
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
眼ま

な

差ざ

し
が
、「
尊
大
に
構
え
、
蔑さ
げ
すむ
よ
う
な
無
知

の
マ
ン
ト
に
偉
そ
う
に
く
る
ま
っ
て
い
る
」（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
『
向
こ
う
岸
か
ら
』
長
縄
光
男

訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
自
ら
の
傲ご
う

慢ま
ん

さ
の
ネ
ガ
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
に
一
〇
年
近
く
の
歳
月
を
要

し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
間
、
私
は
書
籍
的
な
知
識
を
通
じ
て
歴
史
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、「
韓
国
系
」
の
学
生
団
体
に
出

入
り
し
、
日
本
と
韓
国
、
北
朝
鮮
、
さ
ら
に
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」
を
串
刺
し
に
す
る
よ
う
な
ア
ク
チ

ュ
ア
ル
な
問
題
の
渦
中
に
身
を
置
き
、
過
去
の
歴
史
と
現
代
と
が
衝
突
し
て
火
花
を
散
ら
す
現
場
を
体
験

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

知
識
と
し
て
の
歴
史
と
、
身
体
的
な
感
性
を
通
じ
た
歴
史

─
過
去
が
生
々
し
い
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
触
発
さ
れ
て
現
在
に
蘇
よ
み
が
えり
、
ま
た
無
定
型
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
孕は
ら

ん
だ
現
在
が
歴
史
の
溶
鉱
炉

に
溶
か
さ
れ
て
過
去
と
結
び
つ
く
。
そ
う
し
た
「
過
去
」
と
「
現
在
」
と
の
動
態
的
な
関
係
に
目
覚
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
、
留
学
先
の
旧
西
ド
イ
ツ
か
ら
帰
り
、
埼
玉
県
の
あ
る
町
に
居
を
構

え
、
大
学
で
教き
よ
う

鞭べ
ん

を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
の
と
ば
口
に
立
っ
て
い
た
。
一
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れ
て
過
去
と
結
び
つ
く
。
そ
う
し
た
「
過
去
」
と
「
現
在
」
と
の
動
態
的
な
関
係
に
目
覚
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
、
留
学
先
の
旧
西
ド
イ
ツ
か
ら
帰
り
、
埼
玉
県
の
あ
る
町
に
居
を
構

え
、
大
学
で
教き
よ
う

鞭べ
ん

を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
の
と
ば
口
に
立
っ
て
い
た
。
一
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九
八
五
年
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ザ
合
意
（
米
・
英
・
仏
・
日
・
西
独
の
先
進
五
カ
国
の
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議

Ｇ
５
に
よ
る
ド
ル
高
是
正
の
た
め
の
為
替
協
調
介
入
に
関
す
る
合
意
）
で
、
日
本
は
円
高
の
時
代
に
突
入
し
、

ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ネ
ー
が
世
界
を
席
巻
す
る
始
ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
の
一
年
前
、
新
札
が
発
行
さ
れ
、
一
万
円
札
の
肖
像
が
福ふ
く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

に
な
り
、
明
治
時
代
の
優
れ

た
啓け
い

蒙も
う

家か

、
福
澤
諭
吉
は
経
済
大
国
の
事
実
上
の
「
顔
」
に
な
っ
た
。

　

草
創
期
の
明
治
国
家
の
最
大
の
対
外
的
な
懸
案
が
「
征
韓
論
」
で
あ
り
、
隣
国
の
李
朝
朝
鮮
と
の
関
係

は
近
代
国
家
・
日
本
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
占
う
試
金
石
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
プ
ラ
ザ
合
意
か
ら
一
〇
〇
年
前
の
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）、
当
時
の
「
時
事
新
報
」
に

無
署
名
の
社
説
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
、
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
で
あ
る
。

「
脱
亜
論
」
か
ら
一
〇
〇
年
の
歳
月
を
跨ま
た

い
で
福
澤
諭
吉
が
日
本
の
「
顔
」
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
間
の
一
〇
〇
年
が
、「
事
実
上
の
脱
亜
」
の
歴
史
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

確
か
に
福
澤
が
、「
脱
亜
論
」
で
、「
ア
ジ
ア
東
方
の
悪
友
」、
朝
鮮
と
「
支
那
」
と
の
「
謝
絶
」
を
露

骨
な
ほ
ど
に
主
張
し
た
背
景
に
は
、
福
澤
な
り
の
切
迫
し
た
国
際
情
勢
に
関
す
る
認
識
が
あ
っ
た
。

「
文
明
の
普
遍
性
」
に
門
戸
を
閉
ざ
し
、「
古
風
旧
慣
に
恋れ
ん

々れ
ん

す
る
」
朝
鮮
や｢

支
那｣

に
期
待
を
し
、

連
帯
を
呼
び
か
け
て
も
、
む
し
ろ
一い

ち

蓮れ
ん

托た
く

生し
よ
う、
日
本
も
朝
鮮
や｢

支
那｣

の
よ
う
に
衰
微
し
、
亡
国
の

道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
日
本
だ
け
は
断
じ
て
そ
の
轍て
つ

を
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
隣
国
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
特
別
の
会
釈
に
及
ば
ず
、
正
に
西
洋
人
が
こ
れ
に
接
す
る
の
風
に
従

っ
て
処
分
す
べ
き
」
で
あ
る

─
。
こ
れ
が
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
の
骨
子
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
外
交
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
す
ら
も
か
な
ぐ
り
捨
て
た
、
容
赦
な
い
（w

ithout m
ercy

）
隣
国
に

対
す
る
「
切
り
捨
て
御
免
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
日
清
戦
争
以
前
の
弱
国
、
日
本
の
国
際
的
な
劣
位
に
対
す

る
福
澤
の
痛
切
な
危
機
感
が
発
条
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
は
、
変
化
す
る
国

際
情
勢
と
時
代
の
脈
絡
を
抜
き
に
し
て
は
語
り
得
な
い
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
的
な
ア
ジ
ア
認
識
が
、
日
清
戦
争
以
後
の
日
本
の
「
事
実
上

の
脱
亜
」
と
し
て
の
帝
国
主
義
的

─
覇
権
的
な
ア
ジ
ア
認
識
へ
と
連
続
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、「
欧
化
主
義
的
な
」「
文
明
の
普
遍
性
」
を
尺
度
と
す
る
文
明
─
半
開
─
野
蛮
の
価
値
の
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
（
序
列
）
は
、「
事
実
上
の
脱
亜
」
を
通
じ
て
連
綿
と
し
て
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
は
、
た
と
え
ば
社
会
学
者
の
栗く
り

原は
ら

彬あ
き
らが
『
歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
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米
・
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仏
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日
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西
独
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進
五
カ
国
の
蔵
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・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
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５
に
よ
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ド
ル
高
是
正
の
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協
調
介
入
に
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す
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合
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）
で
、
日
本
は
円
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の
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代
に
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入
し
、
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ャ
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ン
・
マ
ネ
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が
世
界
を
席
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す
る
始
ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
の
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前
、
新
札
が
発
行
さ
れ
、
一
万
円
札
の
肖
像
が
福ふ
く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

に
な
り
、
明
治
時
代
の
優
れ

た
啓け
い

蒙も
う

家か

、
福
澤
諭
吉
は
経
済
大
国
の
事
実
上
の
「
顔
」
に
な
っ
た
。

　

草
創
期
の
明
治
国
家
の
最
大
の
対
外
的
な
懸
案
が
「
征
韓
論
」
で
あ
り
、
隣
国
の
李
朝
朝
鮮
と
の
関
係

は
近
代
国
家
・
日
本
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
占
う
試
金
石
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
プ
ラ
ザ
合
意
か
ら
一
〇
〇
年
前
の
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）、
当
時
の
「
時
事
新
報
」
に

無
署
名
の
社
説
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
、
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
で
あ
る
。

「
脱
亜
論
」
か
ら
一
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年
の
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月
を
跨ま
た

い
で
福
澤
諭
吉
が
日
本
の
「
顔
」
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
間
の
一
〇
〇
年
が
、「
事
実
上
の
脱
亜
」
の
歴
史
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

確
か
に
福
澤
が
、「
脱
亜
論
」
で
、「
ア
ジ
ア
東
方
の
悪
友
」、
朝
鮮
と
「
支
那
」
と
の
「
謝
絶
」
を
露

骨
な
ほ
ど
に
主
張
し
た
背
景
に
は
、
福
澤
な
り
の
切
迫
し
た
国
際
情
勢
に
関
す
る
認
識
が
あ
っ
た
。

「
文
明
の
普
遍
性
」
に
門
戸
を
閉
ざ
し
、「
古
風
旧
慣
に
恋れ
ん

々れ
ん

す
る
」
朝
鮮
や｢

支
那｣

に
期
待
を
し
、

連
帯
を
呼
び
か
け
て
も
、
む
し
ろ
一い

ち

蓮れ
ん

托た
く

生し
よ
う、
日
本
も
朝
鮮
や｢

支
那｣

の
よ
う
に
衰
微
し
、
亡
国
の

道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
日
本
だ
け
は
断
じ
て
そ
の
轍て
つ

を
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
隣
国
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
特
別
の
会
釈
に
及
ば
ず
、
正
に
西
洋
人
が
こ
れ
に
接
す
る
の
風
に
従

っ
て
処
分
す
べ
き
」
で
あ
る

─
。
こ
れ
が
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
の
骨
子
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
外
交
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
す
ら
も
か
な
ぐ
り
捨
て
た
、
容
赦
な
い
（w

ithout m
ercy

）
隣
国
に

対
す
る
「
切
り
捨
て
御
免
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
日
清
戦
争
以
前
の
弱
国
、
日
本
の
国
際
的
な
劣
位
に
対
す

る
福
澤
の
痛
切
な
危
機
感
が
発
条
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
は
、
変
化
す
る
国

際
情
勢
と
時
代
の
脈
絡
を
抜
き
に
し
て
は
語
り
得
な
い
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
福
澤
の
「
脱
亜
論
」
的
な
ア
ジ
ア
認
識
が
、
日
清
戦
争
以
後
の
日
本
の
「
事
実
上

の
脱
亜
」
と
し
て
の
帝
国
主
義
的

─
覇
権
的
な
ア
ジ
ア
認
識
へ
と
連
続
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、「
欧
化
主
義
的
な
」「
文
明
の
普
遍
性
」
を
尺
度
と
す
る
文
明
─
半
開
─
野
蛮
の
価
値
の
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
（
序
列
）
は
、「
事
実
上
の
脱
亜
」
を
通
じ
て
連
綿
と
し
て
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
は
、
た
と
え
ば
社
会
学
者
の
栗く
り

原は
ら

彬あ
き
らが
『
歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
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（
新
曜
社
）
で
取
り
上
げ
て
い
る
、
米
軍
占
領
下
の
一
九
五
一
年
に
文
化
人
類
学
者
の
泉い
ず
み

靖せ
い

一い
ち

に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
「
東
京
小
市
民
の
異
民
族
に
対
す
る
態
度
」
と
い
う
世
論
調
査
だ
。「
世
界
中
で
ど
の
民
族
が

好
き
で
、
ど
の
民
族
が
嫌
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
好
き
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、
上

位
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
嫌
い
」
の
筆

頭
は
「
朝
鮮
人
」、
次
い
で
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
て
間
も
な
く
、
戦
後
か
ら
の
「
第
三
国
人
」
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

戦
後
日
本
の
心
理
的
な
世
界
地
図
、
あ
る
い
は
「
心
象
地
理
（im

aginative geography

）」
は
、
地
理
的

な
距
離
と
反
比
例
し
て
近
く
の
ア
ジ
ア
に
対
し
て
否
定
的
、
遠
く
の
欧
米
に
対
し
て
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

に
彩
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
暗
い
、
陰い
ん

鬱う
つ

、
卑
屈
、
汚
い
、
田
舎
臭
い
、
貧
し
い
、
惨
め
、
あ
わ
れ
、
怖
い
、
恐
ろ
し
い
、
劣
る
、

遅
れ
て
い
る
、
野
蛮
、
非
文
明
国
…
…
」。
こ
う
し
た
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
否
定
的
な
「
心
象

地
理
」
の
語
彙
は
、
敗
戦
を
跨
い
で
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
続
く
「
事
実
上
の
脱
亜
」
の
歴
史
に
よ
っ
て

成
型
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

「
ア
ジ
ア
の
代
表
」「
先
進
国
」
の
日
本

　

今
で
は
ひ
と
り
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
で
日
本
を
追
い
抜
き
つ
つ
あ
る
韓
国
だ
が
、
軍
事
独

裁
政
権
下
の
一
九
七
二
年
、
私
が
初
め
て
韓
国
を
訪
れ
た
と
き
、
ソ
ウ
ル
で
目
に
し
た
物
乞
い
を
す
る
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
襤ぼ

褸ろ

を
ま
と
っ
た
姿
に
は
衝
撃
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
父
の
故
郷
、

慶キ
ヨ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

馬マ

山サ
ン

の
農
村
に
は
電
気
も
通
っ
て
お
ら
ず
、
祖
母
は
藁わ
ら

葺ぶ

き
屋
根
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
土
壁
の
家

で
暮
ら
し
て
い
た
。
貧
困
の
「
生
き
た
標
本
」、
そ
れ
が
私
の
ル
ー
ツ
の
姿
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
枯
死

朝
鮮
」、
朽
ち
て
い
く
「
老
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
「
生
き
た
見
本
」
を
実
見
す
る
思
い
だ
っ
た
。
そ

の
み
す
ぼ
ら
し
い
「
停
滞
」
し
た
社
会
の
風
景
は
、
幼
い
時
代
の
「
在
日
」
の
原
風
景
が
生
命
を
吹
き
込

ま
れ
て
目
の
前
に
蘇
っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
た
。
そ
し
て
韓
国
社
会
は
、
巨
大
な
「
在
日
」
に
見

え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
他
方
、
社
会
の
表
層
の
停
滞
と
貧
困
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
深
部
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
渦

巻
く
混こ
ん

沌と
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
量
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
私
の
中
で
父
母
の
国
の
ふ
た
つ
の
姿
が
鬩せ
め

ぎ
合

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
思
い
浮
か
ぶ
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
感
情
を
代

弁
し
て
い
た
。
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（
新
曜
社
）
で
取
り
上
げ
て
い
る
、
米
軍
占
領
下
の
一
九
五
一
年
に
文
化
人
類
学
者
の
泉い
ず
み

靖せ
い

一い
ち

に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
「
東
京
小
市
民
の
異
民
族
に
対
す
る
態
度
」
と
い
う
世
論
調
査
だ
。「
世
界
中
で
ど
の
民
族
が

好
き
で
、
ど
の
民
族
が
嫌
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
好
き
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、
上

位
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
嫌
い
」
の
筆

頭
は
「
朝
鮮
人
」、
次
い
で
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
て
間
も
な
く
、
戦
後
か
ら
の
「
第
三
国
人
」
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

戦
後
日
本
の
心
理
的
な
世
界
地
図
、
あ
る
い
は
「
心
象
地
理
（im

aginative geography

）」
は
、
地
理
的

な
距
離
と
反
比
例
し
て
近
く
の
ア
ジ
ア
に
対
し
て
否
定
的
、
遠
く
の
欧
米
に
対
し
て
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

に
彩
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
暗
い
、
陰い
ん

鬱う
つ

、
卑
屈
、
汚
い
、
田
舎
臭
い
、
貧
し
い
、
惨
め
、
あ
わ
れ
、
怖
い
、
恐
ろ
し
い
、
劣
る
、

遅
れ
て
い
る
、
野
蛮
、
非
文
明
国
…
…
」。
こ
う
し
た
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
否
定
的
な
「
心
象

地
理
」
の
語
彙
は
、
敗
戦
を
跨
い
で
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
続
く
「
事
実
上
の
脱
亜
」
の
歴
史
に
よ
っ
て

成
型
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

「
ア
ジ
ア
の
代
表
」「
先
進
国
」
の
日
本

　

今
で
は
ひ
と
り
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
で
日
本
を
追
い
抜
き
つ
つ
あ
る
韓
国
だ
が
、
軍
事
独

裁
政
権
下
の
一
九
七
二
年
、
私
が
初
め
て
韓
国
を
訪
れ
た
と
き
、
ソ
ウ
ル
で
目
に
し
た
物
乞
い
を
す
る
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
襤ぼ

褸ろ

を
ま
と
っ
た
姿
に
は
衝
撃
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
父
の
故
郷
、

慶キ
ヨ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

馬マ

山サ
ン

の
農
村
に
は
電
気
も
通
っ
て
お
ら
ず
、
祖
母
は
藁わ
ら

葺ぶ

き
屋
根
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
土
壁
の
家

で
暮
ら
し
て
い
た
。
貧
困
の
「
生
き
た
標
本
」、
そ
れ
が
私
の
ル
ー
ツ
の
姿
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
枯
死

朝
鮮
」、
朽
ち
て
い
く
「
老
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
「
生
き
た
見
本
」
を
実
見
す
る
思
い
だ
っ
た
。
そ

の
み
す
ぼ
ら
し
い
「
停
滞
」
し
た
社
会
の
風
景
は
、
幼
い
時
代
の
「
在
日
」
の
原
風
景
が
生
命
を
吹
き
込

ま
れ
て
目
の
前
に
蘇
っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
た
。
そ
し
て
韓
国
社
会
は
、
巨
大
な
「
在
日
」
に
見

え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
他
方
、
社
会
の
表
層
の
停
滞
と
貧
困
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
深
部
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
渦

巻
く
混こ
ん

沌と
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
量
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
私
の
中
で
父
母
の
国
の
ふ
た
つ
の
姿
が
鬩せ
め

ぎ
合

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
思
い
浮
か
ぶ
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
感
情
を
代

弁
し
て
い
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
日
本
だ
け
は
、
唯
一
「
例
外
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
一
九
七
五
年
の
第
一
回
サ
ミ
ッ

ト
（
先
進
国
首
脳
会
議
）
に
参
加
し
た
日
本
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ア
ジ
ア
の
代
表
」「
ア
ジ
ア
で
唯

一
の
先
進
国
」
で
あ
っ
た
。
日
本
は
「
遅
れ
た
ア
ジ
ア
」
の
輝
け
る
「
代
表
」
で
あ
り
、
同
時
に
欧
米

「
先
進
国
」
と
肩
を
並
べ
る
存
在
と
し
て
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
と
を
つ
な
ぐ
「
結
節
点
」
に
位
置
す
る
希け

有う

な
国
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
停
滞
」
と
「
発
展
」
を
測
る
メ
ジ
ャ
ー
（
尺
度
）、「
参
照
系
」
に
な
っ
た
の
だ
。

「
日
本
的
」
で
あ
る
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
と
い
う
広
域
的
な
空
間
の
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
な
り
、
平
た
く

言
え
ば
、「
日
本
的
」
で
あ
る
こ
と
が
、「
近
代
的
」
で
あ
る
こ
と
と
シ
ノ
ニ
ム
（
同
義
語
）
の
関
係
に
あ

る
「
普
遍
化
」
さ
れ
た
記
号
と
し
て
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

と
り
わ
け
、
先
進
国
首
脳
会
議
に
先
ん
じ
て
開
催
さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
最
初
の
万
国
博
覧
会
（
一
九
七
〇

年
に
大
阪
府
吹す
い

田た

市
の
千
里
丘
陵
で
開
催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ʼ70
）
の
画
期
的
な
成
功
に
よ
っ
て
、
ア

ジ
ア
の
多
く
の
国
々
に
と
っ
て
「
日
本
的
」
で
あ
る
こ
と
が
、
事
実
上
「
文
明
的
」
で
あ
る
こ
と
と
シ
ノ

ニ
ム
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
維
新
以
後
、
日
本
を
モ
デ
ル
に
韓
国
の
改
革
派
の
知

識
人
た
ち
が
、「
日
本
的
」
な
も
の
を
模
倣
す
る
こ
と
が
、「
文
明
的
」
な
も
の
に
通
じ
る
早
道
と
み
な
し

た
時
代
を
彷ほ
う

彿ふ
つ

と
さ
せ
た
。

　

韓
国
の
行
く
先
々
で
私
の
叔
父
の
よ
う
な
「
日
本
語
世
代
」
が
、「
脱
亜
論
」
の
福
澤
諭
吉
を
師
と
仰

ぎ
、
ま
る
で
李
朝
朝
鮮
の
改
革
（
甲こ
う

申し
ん

政
変
）
を
企
て
た
「
急
進
開
化
派
」
の
代
表
、
金キ
ム

玉オ
ツ

均キ
ユ
ンの
末ま
つ

裔え
い

で

あ
る
か
の
よ
う
に
、
日
本
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
る
の
が
印
象
に
残
っ
た
。
同
時
に
、
甲
申
政
変

後
、
日
本
に
亡
命
し
、
不
遇
の
う
ち
に
上シ
ヤ
ン
ハ
イ海
で
暗
殺
さ
れ
る
金
玉
均
の
運
命
に
も
似
て
、
日
本
に
対
す

る
愛
憎
が
併
存
す
る
屈
折
し
た
心
情
が
垣か
い

間ま

見み

ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
、「
親
日
派
」
と
括く
く

ら
れ

て
い
た
軍
事
政
権
の
ト
ッ
プ
、
朴パ
ク

正チ
ヨ
ン熙ヒ

大
統
領
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
心
情
と
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
韓
国
が
日
本
の
後こ
う

塵じ
ん

を
拝
し
、
一
〇
〇
年
経た

っ
て
も
近
代
化
の
「
劣
等

生
」
と
い
う
不
名
誉
な
境
遇
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
遇
感
で
あ
り
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

だ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
、
大
学
生
の
私
の
中
に
も
澱お
り

の
よ
う
に
沈
潜
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
鬱う
つ

屈く
つ

し
た
感
情
を
抱
え
た
大
学
生
の
私
が
、
初
め
て
社
会
科
学
と
い
っ
て
い
い
学
問
と
出
会
っ
た
の
は
、
欧
州

経
済
史
家
と
し
て
著
名
な
大お
お

塚つ
か

久ひ
さ

雄お

を
通
じ
て
だ
っ
た
。
同
時
に
、
私
は
彼
を
通
じ
て
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

ー
バ
ー
と
い
う
二
〇
世
紀
最
大
の
社
会
科
学
の
巨
人
の
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

25　　第一章　近くて遠いアジア 24

12345678910111213141234567891011121314 p.24

DEC
１
…
岡
本　

２
…
岡
本　

３
…　
　
　

４
…　
　
　

校
了
…　
　

集
英
社
新
書
5
月
刊　

ア
ジ
ア
を
生
き
る



　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
だ
け
は
、
唯
一
「
例
外
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
一
九
七
五
年
の
第
一
回
サ
ミ
ッ

ト
（
先
進
国
首
脳
会
議
）
に
参
加
し
た
日
本
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ア
ジ
ア
の
代
表
」「
ア
ジ
ア
で
唯

一
の
先
進
国
」
で
あ
っ
た
。
日
本
は
「
遅
れ
た
ア
ジ
ア
」
の
輝
け
る
「
代
表
」
で
あ
り
、
同
時
に
欧
米

「
先
進
国
」
と
肩
を
並
べ
る
存
在
と
し
て
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
と
を
つ
な
ぐ
「
結
節
点
」
に
位
置
す
る
希け

有う

な
国
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
停
滞
」
と
「
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す
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じ
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。
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、
一
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て
も
近
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の
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の
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が
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と
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